
第29回   芦 原 科 学 賞
- 募 集 の ご 案 内 -

募集期間：令和３年８月10日(火)～10月15日(金)

過去の受賞者（過去10年間）

区分 芦原科学大賞 芦原科学功労賞 芦原科学奨励賞

第19回
（2011年度）

㈱葵機工
松尾志郎氏

産・学・官 金属吸着機能を
有する水圏環境改善多孔質体 
研究開発グループ

掛川寿夫氏はじめ７名

㈱かめびし
岡田佳織氏

第20回
（2012年度）

川田工業㈱
藤田敏明氏
湯田　誠氏

㈱伏見製薬所
逢坂和昌氏

星野尾麻子氏

㈱請川窯業
請川和英氏

第21回
（2013年度）

㈱サムソン
開発プロジェクトチーム

高島博史氏はじめ７名

㈱川上板金工業所
川上正城氏

ハイスキー食品工業㈱
菱谷龍二氏

第22回
（2014年度）

日生化学㈱
河野　博氏
赤松昌幸氏

東洋炭素㈱
齋藤　清氏
東條　純氏
伊丹弘明氏

㈱広立
瀬尾　尊氏

第23回
（2015年度）

㈱希少糖生産技術研究所
何森　健氏

香川大学希少糖研究センター
徳田雅明氏

松谷化学工業㈱
番の州工場

高峰　啓氏

㈱レクザム
杉原　徹氏
岡　民幸氏
前田直樹氏

㈱菊井商会
保井拓朗氏

第24回
（2016年度）

㈱マキタ
船用エンジンの品質・生産効率
向上プロジェクトチーム

（須浪壽氏はじめ５名）

香川県農業試験場
藤田究氏はじめ６名

本場さぬきうどん協同組合
大峯茂樹氏

香川県製粉製麺協同組合
木下敬三氏

㈱ ADS ムラカミ
村上康裕氏

第25回
（2017年度）

㈱アムロン
藤田一平氏

四変テック㈱ 技術開発部
マイクロ波電源開発グループ

（日野究氏はじめ４名）

日本ジュウキケンセツ㈱
松本知巳氏
松本琢巳氏
松本操一氏

第26回
（2018年度）

㈱石垣
山下　学氏、片山雅義氏
宮脇将温氏、玉内亮介氏
三野広幸氏、犬塚充志氏

自然免疫応用技研㈱
稲川裕之氏

㈲ポルテ
竹北孝文氏
竹北昌成氏

第27回
（2019年度）

大倉工業㈱
山下英之氏
銭瓶昌明氏
植松章人氏

東洋炭素㈱ CC 素材製造部
野町　洋氏
尾藤信吾氏
冨田修平氏

㈲日本健康科学研究センター
岩倉泰一郎氏

第28回
（2020年度）

三菱電機㈱
受配電システム製作所

西川哲司氏
津上友成氏

三菱電機エンジニアリング㈱
丸亀事業所

橋本大也氏
中井遼司氏

大倉工業㈱
木村浩司氏
福永秀樹氏
阪内邦夫氏
串田豊和氏
莨谷新吾氏
西尾　祥氏

メロディ・インターナショナル㈱
尾形優子氏
河野弘就氏
國方隆良氏
杉村拓也氏

芦 原 義 重 氏（1901年～2003年）

　香川県高松市出身。香川県名誉県民。
　高松中学、旧制第六高等学校を経て、京都帝国大学（現：京都大学）
を卒業後、阪神急行電鉄（現：阪急電鉄）に入社。後に関西配電（現：
関西電力）に移り、社長・会長・相談役名誉会長などを歴任され、
黒部川開発をはじめとした電源開発に取り組まれました。
　また、関西経済同友会の代表理事や関西経済連合会会長のほか、
阪急電鉄や日本生命、大阪ガスなどの社外取締役を務めるなど、関
西の経済界に多大な貢献をされました。

カラー モノクロ

日
本
語

英
語

■レジストレーション・シンボル

■大きさ

オンプロダクト（ミックス） オンプロダクト（リサイクル） オフプロダクト

■境界・枠線

FSC森林認証紙

■説明文章例

●長め
FSC®（森林管理協議会）が「適切に管理されている」と認めた森林の木
材から作った紙を使用しています。FSCが認めた森林は適切な計画の
もと利用され、伐採のあとは植樹などで森を育てています。FSC森林認
証紙を使うことは「森林の利用と保護の両立」を推進し、違法伐採を防
ぐことにつながります。

●短め
この紙は、適切に管理された森林の木材から作られました。

※最初に記載する「FSC」または
「Forest Stewardship Council」の右肩に®をつけてください。

・境界線はできるだけ
　使用するようにしてください。

・色のある背景に使用する
　場合は境界線の形が
　必ず明確になるよう
　コントラストをつける。 

・柄やテクスチャがはいっている
　背景は余白にオブジェクトが
　入っていると認識されるので、
　余白分の白枠をつけること。

境界線

・CMYKでの色は上記数値になります。

・使用できる色が限られる場合、最も濃い色を
 使用してください。陽画、陰画どちらでも構いません。
 背景との明確なコントラストが得られるようにしてください。 

・紙の種類が再生材のみでつくられている場合、
「リサイクル」を使用します。

・使用規程は「ミックス」と同様です。

・FSCマークを紹介・説明する場合はこちらを使用します。

・カタログ、Webサイト、ノベルティグッズ、その他
 宣伝ツールにて使用する。

※名刺への宣伝用使用は不可

・FSCロゴ部分の高さ10mm以上

10mm以上

■色
・オンプロダクトと同じルール (標準色はFSC緑・白・黒)

■境界線(枠線)
・無くてもよい　　

■説明文
・1～3行で表示すること

「責任ある森林管理のマーク」
「The Mark Of Responsible Forestry」
「ResponsibleForestManagement」 等

※同義であればアレンジ可
※スペースが無い場合に限り、ウェブサイトアドレスと
　説明文を省略してもよい。

認証番号は取得している企業固有の番号です。

C : 100%
M : 60%
Y : 100%
Bk : 20%

C : 100%
M : 60%
Y : 100%
Bk : 20%

特色1c時など

最終更新日：2015年2月13日

(公財)かがわ産業支援財団 技術振興部 産学官連携推進課
〒761-0301
高松市林町2217番地16　FROM香川１階
電話 　087-840-0338
FAX 　087-864-6303
E-mail：scn@kagawa-isf.jp

応募書類提出先・問い合わせ先



第29回 芦原科学賞の募集について 第29回 芦原科学賞の募集概要

（１）賞の種類と顕彰内容

（２）賞の表彰対象者・応募資格

（３）受賞者の決定
　推薦（応募）があった個人又は研究グループ
を対象に、外部の学識経験者・有識者等で構成
される２つの委員会（「技術開発等審査委員会」
及び「芦原科学賞選考委員会」）で応募内容の審
査（研究内容等に関するプレゼンテーションの
実施及び質疑応答)を行い、受賞者を決定します。
　受賞者決定につきましては、令和４年１月頃
に発表する予定です。

 １．芦 原 科 学 賞 の 概 要

賞の種類 芦原科学大賞 芦原科学功労賞 芦原科学奨励賞

顕彰内容 ・賞状と楯の授与
・賞金200万円の贈呈

・賞状と楯の授与
・賞金100万円の贈呈

・賞状と楯の授与
・賞金50万円の贈呈

　公益財団法人かがわ産業支援財団では、故芦原義重氏（関西電力名誉会長、香川県名誉
県民）からの寄附金を基金として、県内の産業技術の高度化及び産業の振興に寄与するこ
とを目的に「芦原科学支援事業」を平成５年度から実施しております。

　このたび、本事業の一環として、「第29回芦原科学賞」の表彰対象者を募集いたします
ので、奮ってご推薦、ご応募いただきますようお願いします。

　なお、芦原科学賞には、「芦原科学大賞」、「芦原科学功労賞」及び「芦原科学奨励賞」があり、
これら三つの賞の表彰対象者を募集いたします。

（４）賞の贈呈
　県知事などご来賓を招待した贈呈
式を開催し、芦原科学大賞、芦原科
学功労賞、芦原科学奨励賞を授与し
ます。
　また、来場者に対して、受賞され
た技術や製品等を紹介します。

　原則として推薦者からの推薦としますが、「芦原科学奨励賞」のみ自薦も認めます。

（１）募集期間

令和３年８月10日(火)～10月15日(金) 【必着】
（２）提出書類

（３）推薦書・応募書の提出
　「推薦書」又は「応募書」の様式に必要事項を記入するとともに、研究内容・研究成果につ
いて別に資料を作成（様式自由）のうえ、当財団技術振興部 産学官連携推進課（裏面参照）
へご提出ください。

（４）要約書の事前提出
　応募内容を事前に把握するため、「要約書」に概要をご記入いただき、10月１日(金)まで
に当財団技術振興部 産学官連携推進課へご提出ください。

賞の種類 芦原科学大賞、芦原科学功労賞 芦原科学奨励賞

提出書類
①要約書（※下記（４）参照）
②推薦書
③�研究内容・研究の成果、販売実績が

分かる資料等

①要約書（※下記（４）参照）
②推薦書（自薦の場合は応募書）
③�研究内容・研究の成果、販売実績が

分かる資料等

賞の種類 芦原科学大賞、芦原科学功労賞 芦原科学奨励賞

表彰対象者
要件を全て
満たすこと

①�自然科学系分野の研究開発におい
て、県内の産業技術の高度化及び産
業の振興に寄与したと認められる優
秀な成果を過去10年以内（平成23
年度以降）にあげた個人又は研究グ
ループ　※

②�県内に住所を有する個人又は所在す
るグループ

①�自然科学系分野の研究開発におい
て、県内の産業技術の高度化及び産
業の振興に今後寄与することが期待
できる個人又は研究グループ　※

②�対象成果物が市販されて10年以内
のもの

③�県内に住所を有する個人又は所在す
る研究グループ　※

④�所 属 企 業 の 従 業 員 数 が20名 程 度 
以下

応募資格
・�所属企業あるいは所属団体等、表彰

対象者と密接な関係がある組織（県
内に所在するものに限る）の代表者
等による推薦（自薦不可）

・�所属企業あるいは所属団体等、表彰対
象者と密接な関係がある組織（県内に
所在するものに限る）の代表者等によ
る推薦又は自薦

※研究グループの場合、大学や公的研究機関の者が含まれる場合も応募可とします。

（　　　　　）

贈呈式の様子大賞受賞者の皆様 ご来賓挨拶（浜田県知事） （ ）　各種様式及び記載要領は、当財団ホームページ(https://www.kagawa-isf.jp)顕彰事業
からダウンロードしてください。

 ２．応 募 方 法

芦原科学賞選考委員会での審査の様子


